
日本海事史学会 第404回 例会（Web例会#23）

●会員にはメールでご案内をお送りしています。
　メールが届いていない方は、右の申込先までお問合せください。

●関心をお持ちの方ならどなたでもご参加いただけます。
　メールでお申し込みください。
　※希望者多数の場合は抽選とさせていただきます。
　お申込みいただいた方には10月19日（水）までにご連絡いたします。

■申込〆切：2022年10月18日（火）正午（12:00）
■申込先：kaijishi.web@gmail.com （担当：大野）
メールの件名を「日本海事史学会Web例会申し込み（非会員）」
として、本文にはお名前をお書きください。

日本海事史学会
〒104-0043　東京都中央区湊2丁目 12番6号 湊SYビル3F 日本海事広報協会気付

https://kaijishi.jp/The Japan Society for Nautical Research

日本海事史学会は、海事一般に関する歴史・法律・民俗・水産・考古・船舶・航海・海運など、海事史だけにとどまらず
ひろく海の人文学、社会科学等あらゆる分野に関心を持つ学界や在野の研究者の方々の交流をはかる総合研究の“場”です。

ご入会随時受付中

メール： kaijishi.info@gmail.com

【主な活動】専門学術誌『海事史研究』の発行（年1回）／総会（年1回）・例会（8月と総会開催月を除く年10回） など

山高五郎画伯の作品と生涯
■ 講師：飯沼 一雄

いい ぬま かず  お

［今後の例会 開催予定日：2022年11月26日（土）・12月17日（土）］

2022年10月22日（土）14:00～16:00 Zoomにて開催（ルームオープン 13:30）

参加費無料

　『図説 日の丸船隊史話』（至誠堂、1981年）の著者と
しても知られる山高五郎（1886-1981）は、明治生まれの
造船技師で、晩年には母校東京大学の船用電気
工学担当講師も務めました。また日本海事史学会の
発起人の1人として『海事史研究』創刊号（1963年）には
「本会の発足を祝って」と題した祝辞を寄稿して
います。
　幼少期から絵画の基本を日本画家の野口幽谷に
学びましたが、作品の多くは記録としてのスケッチで、
「船に関しては、間違って描かれていれば三文の
評価もない」と断言して一切の誇張や虚飾を排し、
細密・丁寧、実物の船の姿を忠実に描き続けました。
　本報告では、2021年11月に静岡市で開催された
「船と海とともに―山高五郎の船舶画―」展の図録
論稿を執筆した立場から、山高五郎の作品と、海と
船を愛し続けた95年の生涯についてお話しします。

■飯沼一雄（いいぬま かずお）　日本海事史学会会員
昭和29（1954）年 東京に生まれる。航空月刊誌編集部を経て
船の科学館に勤務、現在は嘱託で学芸部調査役（学芸員）。

「長崎港内に繋船中のさくら丸」（1916年  水彩、紙  233×165ミリ）

作画に没頭する山高五郎
（1959年、72歳）

軍艦“利根”の進水式記念絵葉書
（1907年） 劫火（東京大空襲のスケッチ、1945年）

無線電信で艦隊運動 武蔵、第３震天、横須賀丸
（部分、1901年）戦時色の香取丸（部分、1917年）


